議事録

８月２４日　文章：佐川将平
【活動】
午前：自治会長の池野さんを交えた会議、配布・説明用文章の最終確認　訪問先の最終決定

午後：すすき野団地（一部）ともみの木台地域の高齢者宅へ実際にインターホンを押し伺った。

【結果】
午前：池野さんからは次のポイントの指摘を受けた

（１）“お年寄り“の対象は６５歳以上と言うことだが、７０歳以上にするべき　６５歳では退職（リタイア）してまもない為、経験上この人達はプライドが高い層であり反発などを考えると、無難なのは７０歳以上である。
（２）家族への声かけだが、情報公開にはとてもシビアになっている。いくらこちらが個人情報保護方針～等と言っても泥棒や押し売りダイレクトメールなどが偶然に来ると「このプロジェクトに参加したから情報が流れたんだ」と考えられてしまう。そういう危険性があることを十分に熟知しなければいけない。
（３）基本的にお年寄りや家族の方への訪問は絶対に１人では行かないこと。最低でも３人で行動を心がける　民生委員や自治会などであれば、１人でも構わない。
（４）青葉区は高齢者が市内の中でもかなり多い、民生委員は２００世帯に１人　ただもみの木台では滅多に無いことだが民生委員を３人擁立する予定である。

池野さんはとても気さくな方で初対面の自分達に小話まで交えて非常に多くのことを教えて下さりました。営業一筋のかたでその中で多くのノウハウを持っていらっしゃいます。このようなプロジェクトを売り込むときはひたすら頭を下げて売り込むのがよいとのことです（笑）。

午後：矢野くん古島くんは直接お年寄りに聞く機会はこれで２回目　自分は初めての機会であった。
回ったのは合計２２世帯　いずれもお年寄りがいるという情報をもとにマッピングした箇所であった。
そのうち実際に会えたのは４世帯　
１人目：独りで暮らす女性のご老人　今回のプロジェクトでまさに自分達が最も対象とする人であった　FAXがそもそもないということであった。
２人目：娘さんと暮らしている女性のご老人　玄関先まで招き入れてくださってプロジェクトを聞いて下さった。FAXは残念ながら無いということだったがパンフレットをお渡しできた。
３人目：５０代後半ぐらいの女性の方　この方のお宅では診療？のようなものをやっていらっしゃるらしく、「FAXを使うのは少しめんどくさい」「このような訪問をする前に一度ポスティングなどして～時に伺いますよ、としたほうがいい　そうでなければ押し売りなどと勘違いされるし警戒されてしまう」という貴重なご意見を頂いた。プロジェクト自体の目標とするもについては賛同を頂くことができた。
４人目：５０～６０代ぐらいの男性のご老人　まだ現役だということで「FAXはやはり使いづらい」「メールのほうが自分はいい」などとおっしゃっていた。いきなり訪問してきた自分達の意見に丁寧に耳を傾けて下さり、パンフレット＋資料をお渡しすることができた。今後もし試験運用に参加するということであればこの方からお電話をいただけると思う。

なおここでいう約２０世帯というのは全てもみの木台のことである。すすき野団地は１棟全て訪問したが全てインターホンごしに断られてしまった。そういう意味では一軒家の方が対象としてまだ狙いやすさはあるとおもう。残りの１６世帯はそもそも返事がないかたが多く　あとは時間がないので～といったパターンが断られる理由として多かった。

今後の予定としては　
８月２５日の午前中にポスティングする資料を整理、用意する。（サンプルFAX文章を入れる）
午後にもみの木台一帯に３人で投函する。
８月２６日はお休みで
８月２７日残り二人のインターン生を含め５人全員が揃うので、ここで２人と３人に分ける
２人は共同で２４日に廻り切れず残った高齢者の方のお宅を訪問し２４日と同じように説明をしていく
３人は“もみの木台周辺”に資料のポスティングをおこなって行く　

やはり事前にポスティングすることの重要性は指摘をうけたように大いにあるとおもう。
ポスティング　それ自体でも受動的ではあるが参加を募ることは出来る　また訪問と違って数で勝負できるため“２０人を集める“ということで言えば（２０世帯行って脈ありがかろうじて１件）必須であると思う。
またポスティングをあらかじめすることで、次回訪問するときに話の展開として持って行きやすいものがある。他にも視覚情報は聴覚情報の何倍も理解度が高いためプロジェクトの周知という意味でも重要であると考える。
